
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大津市内の児童クラブ保護者会からなる「大津市学童保育（児童クラブ）連絡協議会」発行 

No.5－ 2017．12月 －   

             
  

 

  

スローガン ： 子どもたちに豊かな放課後を！ 

otsu_gakudo@yahoo.co.jp  

http://gakudo-shiga-otsu.jimdo.com/                   

全国連協 

しが県連協 保育運動連 

大津市連協 指導員組合 

湖西･北･西ﾌﾞﾛｯｸ 中ﾌﾞﾛｯｸ 南ﾌﾞﾛｯｸ 東ﾌﾞﾛｯｸ 

 

★市連協報告(保育連、県連協代表委員会) 

(1)保育連：活動計画の見直し(開催時間変更や頻度低減など) 

  秋の要望書を提出。 

民営化反対/正規職員募集/平成30年一括採用の明確化 

(2)県連協：全国保育団体連絡会実施の乳幼児保育に関する署名にご協力を。 

  

★来年度市連協本部役員輪番案内 

 青山児童クラブを2019年度以降に配置するように調整。 

 ◇詳細は裏面をご覧ください◇ 

 

★指導員労働組合 

 大津市の児童クラブはもともと民営だった。運営の安定のため大津市に公設公営

を訴え続け、2001年から公設公営となった。公設公営となることで、例えば障が

いのある子を受け入れるための体制を整えることができるようになったり、保育料

の減免制度もできたりした。 

 一方、入所児童数の増加に対応するため、大津市では民間誘致を進めている。労

働組合としては民間児童クラブを否定しないが、市が責任をもって運営をする公設

公営は譲れない。現状の37児童クラブは絶対に守っていきたい。 

 近隣自治体では児童クラブの民営化が進んでいる。指導員・おやつなどにかかる

コストカットが懸念されている。大津市でもガス水道をはじめ様々な行政サービス

が民間委託化に向け進んでいる。保育園・児童クラブについても対岸の火事ではな

い。公設公営を守る運動にぜひご協力をいただきたい。 

 

 

活動報告：10/22 第 2回代表者会議 

 

★富士見児童クラブ保護者からの報告 (一部抜粋) 

全体会：4000人の参加者の熱量に圧倒されました。学童保育の未来をこれほど大勢

の方が本気で考えていることに感心しました。 

交流会：すぐに沢山の方と打ち解けることが出来、様々な話ができました。中でも公

設公営以外の方法で運営されている話は興味深かったです。保護者としても公営／民

営に関わらず、我が子の安心・安心のために、現状を当たり前と考えず、サービス対

価を払うだけでなく、可能な限り運営に協力していくことが重要と思いました。 

分科会：指導員向けの分科会に参加しました。ディスカッション時間が少なかったの

ですが、多くの指導員の意見を聞き、保育現場の厳しさ、改善事例を知ることが出来

ました。そして、保護者会の重要性も改めて痛感しました。 

最後に：大半の方の保護者会への参加が義務感や建前で行われることが多い状況の

中、保護者会の存在意義が見失われ、その存在自体がマイナスの活動になってしまう

のは勿体ないと感じた事が今回の出席理由でした。 

最近になって学童保育の制度が確立されてきたことは本研究会の成果と感じました。

学童保育の必要性の高まりと共に行政への働きかけにも本研究会の継続意義は大き

いと思います。大津の保護者の方も忙しい中で参加が難しいとは考えますが、我が子

の安心・安全のために可能な限り参加されることをお勧めします。本研究会は学童保

育に特化した内容だけでなく、日々の子育てに参考になる話が聞け、全国の学童に関

わる方と交流することが出来る良い機会です。ただ、私のような一人で乗り込む保護

者は少ないようで、指導員と保護者会のギャップも感じました。個人的には交流会後

も兵庫県連協の方とお付き合いし、お酒を酌み交わしながら学童保育に関する課題な

どを夜遅くまで真剣に語り合えたことは大変有意義でした。 

★滋賀県連代表参加者からの報告 (一部抜粋) 

第５２回は滋賀からの参加は１５６名でした。 

歓迎行事では、兵庫県の子どもたちの歌と踊りと合奏で元気をもらいました。また、東日本

大震災や熊本地震の被災地の指導員や保護者の報告は、涙なしには聞くことができませんでし

た。いざというときこんな風に、子どもや保護者の安心と安全のために動くことができるのか、

自分の身に置き換えてあらためて考えさせられる内容でした。記念講演では、日本福祉大学名

誉教授の近藤直子先生が、「小学生のこころのヒ・ミ・ツ」と題して話されました。（裏面へ

つづきます） 

 

 

                                         

 

 

活動報告：11/4・5 第 52回全国学童保育研究集会 



 

 

 

 
 

 

青山児童クラブが大津市連協東ブロックに仲間入り！ 

それに伴い輪番表が一部訂正となります。ご確認ください。 

♪♪編集後記♪♪ 

暑い暑いと言っていた夏が懐かしく思えるほど寒

いです。寒いのが苦手です。暑くても動いてスタート

地点に立てますが、寒いときは布団から出られませ

ん。スタート地点にすら立てません。「寒いの平気や

わぁ、暑いの無理。」という方に、スタート地点に立

つことができる方法をご教示いただきたいです。 

ちなみに私は夏産まれです。産まれ月によって得意

な季節があるんでしょうか？ 

寒さは(残念ながら)まだまだこれからが本番です、

皆様くれぐれもご自愛くださいませ。。。 

 (瀬田南児童クラブ 広報担当） 

 

① 第４回本部役員会 

日時：１月２７日(土) ９：００～１２：００ 

会場：明日都浜大津 ５F 大会議室 

② 第３回代表者会議 

日時：２０１８年２月１８日(日) １０:００～ 

会場：明日都浜大津 ５F 大会議室 
 

ご案内 …担当の方はご予定下さい… 

 

今年も市連協の申し込みにお答えいただき、児童クラブ課長同席のもと越市

長懇談会を実施いたしました（於下坂本児童クラブ）。下坂本児童クラブの保

護者をはじめ各児童クラブの保護者代表も交えて、各児童クラブの状況や課題

について直接お伝えしました。越市長からは「保護者にとっても児童クラブが

大切な場所であることが分かった。 

小学校との協力体制をさらに良いものにする 

ように、情報提供いただいた内容を参考に 

していきたい」との言葉をいただきました。 

活動報告：12/17 越市長との懇談会 

ご案内 輪番表変更について 

北ブロック 市連本部
県連or

大津っこまつり 南ブロック 市連本部
県連or

大津っこまつり

2017 唐崎 雄琴 2017 富士見 南郷

2018 仰木の里東 唐崎 2018 大石 石山

2019 下坂本 里東 2019 晴嵐 田上

2020 志賀 下坂本 2020 南郷 富士見

2021 雄琴 志賀 2021 石山 大石

2022 唐崎 雄琴 2022 田上 晴嵐

中ブロック 市連本部
県連or

大津っこまつり 東ブロック 市連本部
県連or

大津っこまつり

2017 逢坂 長等 2017 瀬田南 瀬田

2018 中央 逢坂 2018 瀬田北 瀬田東

2019 平野 中央 2019 青山 瀬田北

2020 膳所 平野 2020 瀬田 青山

2021 長等 膳所 2021 瀬田南 瀬田

2022 逢坂 長等 2022 瀬田東 瀬田南

２０１７年度～　役割クラブ輪番表　(訂正版)

★滋賀県連代表参加者からの報告 つづき 

２日目は、６会場に分かれての分科会が行われました。部屋は空席がなく満員御礼。北は北海

道、南は沖縄・宮古島から来られていて、教室係の方以外は全員が指導員でした。午後からは

１０人ずつのグループに分かれ、それぞれの地域やクラブの現状の交流とあわせて、『子ども

理解をどのように進めるのか』『理解しようとする中で、むずかしさはどこにあるのか』とい

う視点で意見交流を行いました。地域によって差はあれど、子どもにとって大事にしたいこと

は同じなんだと確認できたことで、視野が広がり安心することもできました。 

来年、第５３回全国研は、神奈川県で開催予定です。毎年参加をされている方も、行ったこ

とないわという方も、現地に行って全国の関係者の方と交流を深めることで、明日もがんばろ

うと元気とパワーをもらうことのできる研究集会です。ぜひとも、ご参加くださいね。 

 

 

                                         

 

 


